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尾駮スポーツ少年団通信紙 

第１６号 

平成１９年１２月２０日発行 

発行元：尾駮スポーツ少年団 

さわやか育成団 

 １０月２７日（土）この日の、尾駮スポーツ少年団は普段のスポーツ活動とは違う社会活動及び学習活動の一日となりました。

 
【大石総合運動公園 陸上競技場清掃】 

 はじめに、午前の活動は大石運動公園「陸上競技場」の清掃及び整理整頓です。参加団員は１４名、育成団員は１０名で行い

ました。用具室やいつも使っている控え室、トイレなど協力して掃除をしました。やはり、掃除をして感じたことは「後片付け

の大事さ」でした。道具の出し入れにしてもやはりあった所に返す事や次に使う人（団体）を考えて整理整頓を心がけていかな

くてはいけないと実感しました。無造作に置かれていたテーブルや椅子、物置のようになっている男子ロッカー室も整理整頓を

しました。 

 いろいろな行事等で使われている村の施設を「後で・・・」という考えで使用していては、次に使う時には片づけをしながら

準備をすることになるので、普段からきちんと後片付けをしなくてはいけないものと強く感じました。尾駮スポーツ少年団だけ

ではなく、他のスポーツ団体や学校の部活動で利用している施設なので各指導者の皆さんで「施設を大事に使う」という公共心、

公徳心を子供たちに指導して欲しいと思いました。 

                                                         

                                                         

                                                         

                                                         

                                                         

                                                         

                                                         

 

 

【六ヶ所村産業祭り 尾駮漁港ゴミ拾い活動】 

午後の奉仕作業として、３４名の団員、育成団員で実施しました。人数を４グループに分け、産業祭り会場である尾駮漁港、

その周辺の駐車場のゴミ拾いを行いました。団員をはじめ、育成団員の方々も一生懸命に会場においているゴミを拾っていまし

た。 

拾っている中で、今年度感じたことは、昨年度よりゴミの落ちている量が少ないと感じました。これも、祭りに参加している

人たちのマナーが向上してきていることと感じました。 

最後に商工観光課より、お礼としてスポーツドリンクをいただきました。みんなできれいにした祭り会場はとても心地よいも

のとなったと思います。また、いつも差し入れを下さる商工観光課に感謝を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（記事：能登）
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【第２回学習会】 

午後の部では「第２回学習会」を行いました。参加団員は１２名、育成団員は８名で行いました。第１回より倍の参加と

なりました。今回の学習内容は、「スポーツ少年団の主旨」からはじまり、「今までの自分を振り返る」そして「遊び作り」

といった内容でした。今回は、１回目と違い小学１年生から参加としましたので、今までの活動でどのように自分が成長し

てきたかを発表したり、これからの活動の取り組みについて目標をもったりと学習をしました。 

 

【今までの活動を通して上達した、成長した、うれしかった事など】 

（陸上競技クラブ） 

・体力がついて長い距離を早く走れるようになってきた。（小３ 真琉） 

・１００ｍのタイムが１４秒台から１３秒台にタイムが伸びた（中１ 大輝） 

・今年も県大会行きましたが、いい結果を残すことはできなかったけど、それに 

向かって練習していったことで少しは技術の向上が図れたと思う。（中２ 大貴） 

（さわやかクラブ） 

＝ちびっ子＝ 
・ラケットを使っての風船羽つきを落とさないで１００回以上できるようになった。（小２ 慈） 

・最初は、ラケットで羽を打つことができなかったけど、続けてきているうちにできるようになった。（小１ 遼太郞） 

＝バトミントン＝ 
・今まででいろいろな技術（ドライブなど）を覚えて、試合などで習った技を使えるようになった。（小６ 悠花） 

＝卓 球＝ 
・最初は、ほとんどできなかったけど、今では、サーブなどいろいろなことができるようになってきた。（小６ 美優） 

＝バスケットボール＝ 
・ドリブルやパスなど上達してきました。（育成 和田） 

＝ソフトバレーボール＝ 
・アンダーパスやオーバーパスなどできるようになってきた。（小３ 陸人） 

＝剣 道＝ 
・コーチの子どもに対する接し方に学ぶことが多かった。（育成 坂本） 

＝体 操＝ 
・久しぶりの体操は怖かったけど、跳び箱や前転がきちんとできた時は本当にうれしい気分でした。（育成 谷地） 

＝ドッジボール＝ 
・速いボールに対してうまくよけられるようになった。（小５ 昂大） 

＝少林寺拳法＝ 
・いろいろな技のコツややり方、難しいことをたくさん教えてもらったので良かった。（小４ 純加） 

 

他にも、いろいろと覚えたことや上達したことが出されていました。 

 また、育成団の方々で各種研修に参加された人は、「たくさん学べることが多かった」と言っていました。今年度に入って

から、いろいろな研修や講習への参加人数も増えてきています。また、新たにスポーツ少年団の認定員の資格を取りに２名

の育成団員もいます。私達大人がしっかりとした方向性をもち子どもの健全育成に励んでいければと思っています。 

 
【これからの活動目標】 
・挨拶を大きな声できちんとして、話を聞く態度を良くし、特に言われたことに対して大きな声で返事をする。 

（中１ 美紗妃）

・冬の期間は筋トレで筋肉をつけていき、春になったら冬の間やった筋トレをいかしていき、１００ｍで１４秒前半から１

３秒後半になるようにする。（中１ 杏奈） 

 
指導者からは、研修等を生かした指導に心がけ、内容を充実するためにもしっかりと計画をもって指導に取り組んでいき

たいという声もありました。育成団員から一番多かったのは、自分のペースで参加をし、健康一番でスポーツ活動に取り組

んでいきたいとのことでした。 

 

この学習会のメインイベントは「遊び作り」です。団員を中心としたグループで考え、育成団の方々がアドバイザーとな

りみんなで楽しめる遊びを作っていました。プレゼンでは、２つのグループしか時間の関係上発表できませんでしたが、ル

ールや遊び方など説明をしてくれました。また、実際に参加した人たちと実際に動き回って息を切らす場面もありました。

この考えた遊びは、その内スポーツ少年団の活動の中で紹介していくことになると思います。その時まで、楽しみにして下

さい。（各教室・クラブで実施しています） 

（記事：大鹿）
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